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アバール語の再帰代名詞について＊

山 田 久 就

1始めに

再帰代名詞の分布は、理論言語学の中心的なトピックの一つである。世界の

諸言語の再帰代名詞は、ある共通性を保ちながらも、かなり違った分布を持っ

ている。本稿の目的は、アバール語の再帰代名詞zhト、Zhト瑠0の分布を記述す

るとともに理論的な観点から考察することである。アバール語の統語論は全般

的にあまり研究が行われていないが、再帰代名詞に関してはほとんど研究がな

されていない。

アバール語は、絶対格・能格型の格配列を持つ言語の一つである。本稿では

Dixon（19ア9′1994）の用語S、A、0を用いるが、アバール語のような絶対格・能

格塑の格配列を持つ言語ではSと0が絶対格で、Aが能格で現われるl。一方、日

本語のような主格・村椿型の格配列を持つ言語では、SとAが主格で、0が対格

で現われる。S、A、0と格配列の関係を簡単に図式化すると次のようになる。

（1）絶対格・能格：能格 絶対格

主格・対格型：

l ／＼

A S

＼／

主格 格

0

－

対

アバール語の格配列を例示する。（2）は自動詞文で、SのMusaが絶対格で現わ

れている。（3）は他動詞文で、AのRasulが能格で、0のMusaが絶対格で現われて

いる。

（2）Musa haniwe wach－ana・

Musa・ABS ここに 来る・PST

「Musaがここに来た。」
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（3）Rasulitsa Musa haI－iwe wachana・

Rasul・ERG Musa・ABS ここに 連れて来る・PST

「RasulがMusaをここに連れて来た。」

再帰代名詞の分布を議論する上での一つのトピックに斜格経験者述語（Oblique

experiencerpredicates）がある。アバール語の自動詞の中にも斜格経験者述語が

いくつかある。－Oti－ize（好く、欲する）などの述語では経験者（experiencer）が

与格で現われ、－iぢize（見る、見える）、raTize（開く、聞こえる）、iaze（知る）、

－ich－ch－ize（わかる）、raktaldekkeze（思う）、rixine（嫌う）、C打al？ine（飽きる）
などの述語では経験者が位格Ⅰで現われる。被経験者（experiencee）は常に絶対格

で現われる。（郷ま経験者が与格で現われている例であり、（5）は経験者が位格Ⅰで

現われている例である。

（4）？alie Pat－imat joti’ula・

Ali・DAT Patimat・ABS 好いている・㌘RS

「AliがPatimatを好いている。」

（5）Talida Pat’imat jl与ana・

Ali・LOC（Ⅰ） Patimat・A】∋S 見る／見える・PST

「AliがPatimatを見た。／AliにPatimatが見えた。」

本稿の構成は、次の通りである。第2節で再帰代名詞zhトの分布を、第3節で再

帰代名詞zhト瑠0の分布を局所性（10Cality）、人称、統語的位置の観点から考察す

る。そして、第4節でまとめを行う。

2z鮎i－

この節では、再帰代名詞zhトについて論じていく。

2．且

zhi一には、局所性に関して次の制約がある。

（6）zhトは同山の節にある名詞句を先行詞にできない。

（7）は、Zhi－が同一の節にある名詞句を先行詞にしていて、容認されをい文である。

それに対して、（8）は、Zhトが異なる節にある名詞句を先行詞にしていて、容認さ

れる文である。
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（ア）ヰMusaブ Zhindiri WaSaSukx balahana・

Musa・ABS 自分・GEN 息子・LOC（ⅠⅠ）見る・PST

「ヰMusa≠が白熱の息子を見た。」

（8）Musaf Zhindaf k’aialew wasasukx balahana．

Musa・Al∋S自分・LOC（Ⅰ）話す・AdjPt′PRS男の子・LOC（ⅠⅠ）見る・PST

「Musafが白熱に話している男の子を見た。」

上の（8）では、Zhトを間接的に支配（dominate）している文によって直接的に支配

されている名詞句がzhi一の先行詞になっているが、Zhトとその先行詞がこのよう

な環境にない場合、文は容認されない。制約（6）をより厳密にすると、制約（9）の

ようになる2。

（9）zhトの先行詞はzhi一を間接的に支配している文によって直接的に支配されて

いる名詞句でなくてはならない。

zhi一の先行詞には、人称に関して次のような制約がある。

（10）zhi－は一人称、二人称の代名詞を先行詞にできない。

（11）では、Zhi－を用いることはできず、一人称の代名詞が用いられる。

（11）Duni didaノヰzhindai k’a与alew wasasukx

私・ABS 私／自分・LOC（Ⅰ）話す・AdjPt′PRS 男の子・LOC（ⅠⅠ）

balahana．

見る・PST

「税が称／埠白熱に話している男の子を見た。」

2。2

zhトの先行詞が現れることができる統語的位置に関しては次の制約があると思
われる。

（12）zhi一の先行詞はS（絶対格）、A（能格）、斜格経験者述語の経験者（与格、

位格Ⅰ）のいずれかでなくてはならない。

このことを例示していく。先に示した（8）と下の（13）、（14）は、自動詞文である。

（8）では、S（絶対格）がzhトの先行詞になっている。それに対して、（13）、（14）で

は、S（絶対格）以外のアクタントがzhトの先行詞になっている3。（ア）は容認され

る文であるが、（13）、（14）は容認されない文である。
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（13）浄Musakxef Zhindaf

Musa・At」L（ⅠⅠ）自分・LOC（Ⅰ）

chi wach’ana．

人・Al∋S 来る・PST

ialarew

知る・AdjPt′PRS′NEG

「ヰMusafの所に白熱が知らない人が来た。」

（14）浄Musadaf aSk一句 Zhi叫

Musa・LOC（Ⅰ）そばに 自分・ABS

rixaraj

嫌う・AdjPt′PST

jas 90d？jchtana・

女の子・AちS 座る・PST

「ヰMusafのそばに白熱を嫌っている女の子が座った。」

次の（15）イ19）は、◆全て他動詞文である。（15）では、A（能格）がzhトの先行詞に

なっている。（16）、（1ア）では、0（絶対格）がzhトの先行詞になっている。（18）、

（19）では、A（能格）、0（絶対格）以外のアクタントがzhi一の先行詞になってい

る。（15）は容認される文であるが、（16）イ19）は容認されない文である。

（15）Musatsaf Zhindief げural sualaze

Musa・ERG 自分・DAT 与える・A句Pt，PST 質問・PL，DAT

zhawab ti’un乱

答え・ABS 与える・PST

「Musafが（誰かが）自分≠に与えた質問に答えた。」

（16）ヰDitsa Musaf Zhiwf hawurab

私・ERG Musa・ABS 自分・Al∋S 生まれる・AdjPげST

bak’alde wachana．

場所・ALL（Ⅰ）連れて行く・PST

「ヰ私がMusa≠を自分≠が生まれた場所に連れて行った。」

（1ア）ヰMusaf Zhintsai gukkaraw wasas

Musa・ABS 自分・召RG だます・AdjPt′PST男の子・ERG

ch’wana．

殺す・PST

「埠Musa≠を自分fがだました男の子が殺した。」
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（18）辞Musaeブ Zhindaf 隻alarew

Musa・DAT 自分・LOC（Ⅰ） 知っている・AdjPt′PRS′NEG

Chぢas
ぐarats をiuna・

人・ERG お金・ABS 与える・PST

「埠Musafに白熱が知らない人がお金を与えた。」

（19）浄Ditsa Musadasai Zhintsaf kxwarab

私・ERG Musa・ABL（Ⅰ） 自分・ERG 書く・AdjPt′PST

kaYat baxchana．

手紙・ABS 隠す・PST

「埠私はMusa≠から自分が書いた手紙を隠した。」

下の（20）、（21）は、与格経験者述語文である。（20）では、経験者（与格）がzhト

の先行詞になっている。（21）では、被経験者（絶対格）がzhトの先行詞になって

いる。（20）は容認される文であるが、（21）は容認されない文である。

（20）Musaef Zhindaf k－a隻alew was

Musa・DAT 自分・LOC（Ⅰ）話す・AdjPt′PRS 男の子・ABS

woti－ularo．

好いている・PRS′NEG

「Musafが白熱に話している男の子を好いていない。」

（21）浄Musaf Zhindaf 隻alarej

Musa・ABS 自分・LOC（Ⅰ）知っている・AdjPt′PRS′NEG

jasa旦e woti’ula・

女の子・DAT 好いている・PRS

「繚Musafを白熱が知らない女の子が好いている。」

下の（22）、（23）は、位格Ⅰ経験者述語文である。（22）では、経験者（位格Ⅰ）が

zhi－の先行詞になっている。（23）では、被経験者（絶対格）がzhトの先行詞にな

つている。（22）は容認される文であるが、（23）は容認されない文である。

（22）Musadaf Zhindai aburab zho

Musa・LOC（Ⅰ）自分・LOC（Ⅰ）言う・AdjP七′PST こと・ABS

ra9ula‡・0．

聞こえる・PRS′NEG
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「Musafに（誰かが）白熱に言ったことが聞こえない。」

（23）ヰMusaf Zhindiei joti－ulej

Musa≠・ABS 白熱・DAT 好いている・AdjPt′PRS

jaSalda ialaro・

女の子・LOC（Ⅰ）知っている・PRS′NEG

「ヰMusaiを自分iが好いている女の子が知らない。」

以上、Zhトには（12）＝（24）の制約があることを例示した。

（24）zhトの先行詞はS（絶対格）、A（能格）、斜格経験者述語の経験者（与格、

位格Ⅰ）のいずれかでなくてはならない。

制約（24）はかなり記述的な形の制約である。制約（24）をより理論的な形で書き直

すことを試みると、下に示す制約（25）に書き直すことができると筆者は考える。

（25）zhi－の先行詞は論理主語でなくてはならない。

論理主語は次のように定義する。

（26）論理主語とは、節のアクタントの中で、意味役割の階層において最も高い

位置にある意味役割を担っているアクタントである。

意味役割とは、動詞など主要部によって（あるいは、節によって）表される状

況に対してアクタントの指示対象が持っている役割（あるいは、働き）を抽象

化し、いくつかに分類した意味統語的な範疇である4。どのような意味役割を設

定するべきかという問題には、いろいろと異なった提案がある。一般的には、

主な意味役割として、動作主（agent）、被動者（patient）、主題（theme）、受け手

（陀Cipient）、経験者（experiencer）、道具（instrument）、着点（goal）、起点（source）、

場所（location）などが設定されている。意味役割は優位性において階層をなして

いると考えられている5。本稿では、基本的にBresnanandKaneⅣa（1989）に従っ

た形で、次の（27）の意味役割の階層を仮定してみる。

（2ア）動作主＞経験者、受け手＞道具＞被動者、主題、被経験者＞位置、着点、

起点

この意味役割の階層をもとに論理主語を考えてみると、自動詞節ではS（絶対格）

が、他動詞節ではA（能格）が、・斜格経験者述語節では経験者（与格、位格Ⅰ）

が論理主語となる。
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3z払i一瑠0

この節では、再帰代名詞zhi‥gOについて考察する。Zhi‥gOは、前節で扱った

zhトに接辞－gOが加わった表現形式である。接熟goは強調を表わす一般的な接辞

であり、いろいろな品詞の単語に付加される。

3．且

再帰代名詞zhi一瑠0は、（28）が示すように、再帰代名詞zhトと同様に、異なる節

にある名詞句を先行詞にすることができるとともに、（29）が示すように、再帰代

名詞zhトと違って、同一の節にある名詞句を先行詞にすることもできる。

（28）Musai

Musa・ABS

wasasukx

男の子・LOC（Ⅱ）

Zhindagof

自分自身・LOC（Ⅰ）

balahana．

見る。PST

k－aialew

話す・AdjPげRS

「Musafが自分白熱に話している男の子を見た。」

（29）Musai Zhindirgof WaSaSukx balahana・

Musa・ABS 自分・GEN 息子・LOC（Ⅰ‡）見る・PST

「Musa≠が白熱の息子を見た。」

zhi一－gOは、再帰代名詞として用いられる他に、（30）のように、「～自身」の意
味で用いられる。

（30）Musatsa zhintsago Pat－imatie kumek

Musa・ERG 自身・ERG Patimat・DAT手伝い・ABS

「Musa自身がヤatimatを手伝った。」

habuna．

する・PST

「～自身」の意味で用いられているzhi‥gOは、Zhi…gOが修飾している名詞句と

同じ格で現れる。上の（30）では、Zhi‥gO卜自身）が能格名詞句を修飾してい

て、Zhト瑠0ト自身）も能格で現れている。Zhi‥gOト自身）の語順は基本的

に自由であるが、修飾する名詞句のすぐ後ろに現れることが多い。

再帰代名詞zhトーgOも、再帰代名詞zhi一と同様に、一人称、二人称の代名詞を

先行詞にすることができない。一人称、二人称の代名詞に接辞瑠0の付いた表現

形式が用いられる。（31）は、代名詞が接辞瑠0を伴う一人称代名詞である場合に

は容認されるが、代名詞が接辞－gOを伴わない一人称代名詞やzhトgoである場合

には容認されない。
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（31）Dung ‘di唱0ノヰdirノ埠zhindir抑

私・A8S 私／私／自分・G‡三N

「税が軌／埠私i／ヰ自分iの息子を見た。」

wasasukx balahana．

息子・LOC（ⅠⅠ）見る・PST

「～自身」の意味でのzhトーgOも一人称、二人称の代名詞を修飾することがで

きない。代わりに（32）のように接辞－gOを伴った一人称、二人称の代名詞が用い

られる。

（32）Ditsa ditsago Pat’imatie kumek habuna・

私・ERG 自身・ERG I）atimat・DAT 手伝い・ABSする・PST

「私自身がPatimatを手伝った。」
一

3．2

zhi…gOの先行詞が現れることができる統語的位置に関する制約は、Zhi‥gOが

同一の節にある名詞句を先行詞にしている場合とzhi‥gOが異なる節にある名詞

句を先行詞にしている場合で違いがある。ここではzhi一瑠0が同一の節にある名

詞句を先行詞にしている場合につVlて述べる。Zhi…gOが異なる節にある名詞句

を先行詞にしている場合については、3・5で扱う。Zhト瑠0が同一の節にある名詞

句を先行詞にしている場合、Zhi…gOの先行詞が現れることができる統語的位置

に関して次のような制約があると思われる。

（33）zhi‥gOの先行詞はS（絶対格）、A（能格）、0（絶対格）、斜格経験者述

語の経験者（与格、位格Ⅰ）と被経験者（絶対格）のいずれかでなくては

ならない。

この制約を例文を用いて示していく。先に示した（29）と（34）イ36）は、自動詞文で

ある。（29）、（34）では、S（絶対格）がzhi…gOの先行詞になっている。それに対

して、（35）、（36）では、S（絶対格）以外のアクタントがzhi…gOの先行詞になっ

ている。（29）、（34）は容認される文であるが、（35）、（36）は容認されない文である。

（34）Musai Zhindirgoi WaSaSde waYana．

Musa・ABS自分・GEN 息子・ÅLL（Ⅰ）叱る・PST

「Musafが自分fの息子を叱った。」

（35）ヰMtlSadei Zhindirgoブ emen WaYana・

Musa・．Al。L（Ⅰ）自分・G‡三N父・ABS 叱る・PST

「繚Musafを白熱の父が叱った。」
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（36）埠Musakxe盲 Zhindir抑 hudul wachもna・

Musa・AモノL（ⅠⅠ）自分・G‡三N友達・ABS 来る・PST

「埠Musa≠の所に自分≠の友達が来た。」

下の（37）－（42）は、全て他動詞文である。（37）、（38）では、A（能格）がzhi…gO

の先行詞になっている。（39）、（40）では、0（絶対格）がzhi‥gOの先行詞になっ

ている。（舶）、（42）では、A（能格）、0（絶村格）以外のアクタントがzhト瑠0の

先行詞になっている。（3ア）、（38）と（39）、（40）は容認される文であるが、（幻）、

（42）は容認されない文である。

（37）Musatsai Zhindir抑 WatS gukkana・

Musa・ERG 自分・GEN 兄（弟）・ABS だます・PST

「Musafが自外の兄（弟）をだました。」

（38）Musatsaf Zhindirgo≠ 1nSue

Musa・ERG 自分、・G‡≡N 父・DAT

「Musa≠が自分fの父を手伝った。」

（39）MtlSa王 Zhindirgo≠ WatSaS

Musa・ABS 自分・GEN 兄（弟）

「Musafを自分fの兄（弟）がだました。」

（40）Ditsa Musai Zhindir抑

私・ERG Musa・ABS 自分・GEN

「私はMusafを白熱の家で殺した。」

（41）舟Musaef Zhindirgof insutsa

Musa・DAT 自分・GEN 父・ERG

「ヰMusa≠を白熱の父が手伝った。」

kumek habuna．

手伝い・ABS する・PST

gukkana・

・ERG だます・PST

rokx’ow ch’wana．

家・LOC（V）殺す・PST

kumek habuna．

手伝い・ABS する・PST

（42）埠Musakxef Zhindirgof hudulas kaYat

Musa・ALL（ⅠⅠ）自分・GEN友達・ERG 手紙・ABS

「ヰMusa≠に白熱の友達が手紙を書いた。」

kxwana．

書く・PST

次の（43）、（44）は、与格経験者述語文である。（43）では、経験者（与格）がzhト

ーgOの先行詞になっている。（44）では、被経験者（絶対格）がzhi一－gOの先行詞に
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なっている。（43）と（4叫まともに容認される文である。

（43）Musaef Zhindirgof WaS

Musa・DAT 自分・GEN息子・ABS

「Musafが自分fの息子を好いている。」

（44）Musaf ZhindirgoilnSue

Musa・ABS 自分・GEN 父・DAT

「Musafを白熱の父が好いている。」

woti－ula．

好いている・PRS

woti’ula．

好いている・PRS

下の（45）、（46）は、位格Ⅰ経験者述語文である。（45）では、経験者（位格Ⅰ）が

zhト瑠0の先行詞になっている。（舶）では、被経験者（絶対格）
詞になっている。（45）と（46）はともに容認される文である。．

（45）Musadai Zhindirgoi

Musa・LOC（Ⅰ）自分・GEN

「Musafが自分≠の息子を見た。

（46）Musa才 Zhindirgof

Musa・ABS 自分・GEN

「Musafを自分fの息子が見た。

がzhi…gOの先行

WaS Wl与ana・

息子・ABS 見る・PST

／Musafに白熱の息子が見えた。」

WaSaSda wlぢana．

息子・LOC（‡）見る・PST

／Musa才が白熱の息子に見えた。」

以上、（29）と（34）－（舶）を用いて、Zhi－－gOとその先行詞が同一の節にある場合、

zhi…gOには（33）＝（47）の制約があることを示した。

（4ア）zhi…gOの先行詞はS（絶対格）、A（能格）、0（絶対格）、斜格経験者述

語の経験者（与格、位格Ⅰ）と被経験者（絶対格）のいずれかでなくて

はならない。

制約（47）はかなり記述的な形の制約である。制約（47）をより理論的な形で書き

直すことを試みると、下に示す制約（48）に書き直すことができると筆者は考える。

（舶）zhi一－gOの先行詞ほ、文法主語か論理主語でなくてはならない。

論理主語についてはすでに述べているので、ここでは、文法主語について説

明する。文法主語は、文法関係という範疇の構成要素である。文法関係とは、

基本的に格などの形態的表示と結びついている形態統語的な範疇である。文法

関係は、主要な文法関係と二次的な文法関係に分けられる。主要な文法関係は

文法主語と文法主語以外の主要な文法関係（非文法主語と呼ぶことにする）に
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下位区分される。筆者は、アバール語に関して、自動詞節のS（絶対格）、他動詞

節の0（絶対格）、斜格経験者述語節の被経験者（絶対格）を文法主語、他動詞

節のA（能格）を非文法主語、斜格経験者（与格、位格Ⅰ）を含むそれ以外のア

クタントを二次的な文法関係と考える6′7。

S（絶対格）、4（能格）、斜格経験者述語節の経験者（与格、位格Ⅰ）が論理主

語であり、S（絶対格）、0（絶対格）、斜格経験者述語節の被経験者（絶対格）

が文法主語であるから、論理主語という概念と文法主語という概念を用いて制約

（47）を書き直すと上に示したように制約（48）になる。

3．3

（33）に示したように、他動詞節のA（能格）と0（絶対格）はともにzhi一－gOの

先行詞になることができる。また、斜格経験者述語節の経験者（与格、位格Ⅰ）

と被経験者（絶対格）はともにzhi…gOの先行詞になることができる。ここで、

他動詞節のA（能格）と0（絶対格）、斜格経験者述語節の経験者（与格、位格Ⅰ）

と被経験者（絶対格）の一方がzhi…gOで、他方がその先行詞になっている文に

ついて考える。

下の（49a）では、A（能格）が0（絶対格）の位置にあるzhi一瑠0の先行詞にな

つている。（49b）では、反対に、0（絶対格）がA（能格）の位置にあるzhi一瑠0

の先行詞になっている。（49a）は完全に容認される文である。それに対して、

（49b）に関しては、全く容認しないインフォーマントとぎこちないとしながらも

容認するインフォーマントがいる。

（49）a・Musaモ組f Zhiwgoi

Musa・ERG 自分・ABS

「Musa≠が白熱を傷つけた。」

b・？／浄Musai Zhintsagof

Musa・ABS 自分・ERG

iukx’ana．

傷つける・PST

隻ukx’ana．

傷つける・PST

「？′ヰMusafを白熱が傷つけた。」

次の（50a）では、Zhi…gOが被経験者（絶対格）の位置にあり、経験者（与格）

カゞzhi‥gOの先行詞になっている。（50b）では、反対に、Zhi…gOが経験者（与格）

の位置にあり、被経験者（絶対格）がzhトーgOの先行詞になっている。（50a）は完

全に容認される文である。それに対して、（50b）に関しては、全く容認しないイ

ンフォーマントとぎこちないとしながらも容認するインフォーマントがいる。
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（50）a．Musaei Zhiwgo≠ WOti－ula・

Musa・DAT 自分・ABS 好いている・PRT

「Mus和が白熱を好いている。」

b．？佃Musaf Zhindiegoi WOtitula・

Musa・ABS 自分・DAT 好いている・PRT
、

「？′浄Musafを自分iが好いている。」

下の（51a）では、Zhi…gOが被経験者（絶対格）の位置にあり、経験者（位格Ⅰ）

がzhi…gOの先行詞になっている。（51b）では、反対に、Zhi…gOが経験者（位格Ⅰ）

の位置にあり、被経験者（絶対格）がzhトーgOの先行詞になっている。（51a）は完

全に容認される文である。それに対して、（51b）に関しては、全く容認しないイ

ンフォいマントとぎこちないとしながらも容認するインフォーマントがいる。

（51）a・Musada才 Zhiwgoざ

Musa・LOC（Ⅰ）自分・ABS

「Musafが自分fに飽きた。」

b・？／キMusaf Zhindago才

Musa・ABS 自分・LOC（Ⅰ）

「？′浄Musaiに自分fが飽きた。」

chlalTana．

飽きる・PST

Ch’al？ana．

飽きる・PST

3．4

再帰代名詞としてのzhi…gOの先行詞をト自身」の意味でのzhi‥gOが修飾し

ている文について論じる。（52）のような文である。

（52）Musatsai Zhintsago zhindagoi hedin abuna・

Musa・ERG 自身・ERG 自分・LOC（‡）そのように言う・PST

「Musa泊身が白熱にそのように言った。」

この場合、ト自身」の意味でのzhi‥gOは再帰代名詞としてのzhi‥gOの直前に

現れるのが一般的である。ここでも、他動詞節のA（能格）と0（絶対格）、斜

格経験者述語節の経験者（与格、位格Ⅰ）と被経験者（絶対格）の一方がzhi‥gO

で、他方がその先行詞になっている文について考える。

下の（53a）では、A（能格）が0（絶対格）の位置にあるzhi‥gOの先行詞にな

つている○（53b）では、反対に、0（絶対格）がA（能格）の位置にあるzhi‥gO
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の先行詞になっている。（53a）と（53b）はともに容認される文であるが、よく用い

られるのは（53b）の方である。

（53）a・Musatsaf Zhintsago zhiw抑

Musa・ERG 自身・ERG 自分・ABS

「Musa泊身が白熱を傷つけた。」

iukxtana．

傷つける・PST

b・Musaf Zhiwgo zhintsagoiiukx－ana・

MtlSa・ABS 自身・ABS 自分・ERG傷つける・PST

「MlユSa泊身を自分ざが傷つけた。」

次の（54a）では、経験者（与格）が被経験者（絶対格）の位置にあるzhi‥gOの

先行詞になっている。（54b）では、反対に、被経験者（絶対格）が経験者（与格）

の位置にあるzhトーgOの先行詞になっている。（5ぬ）と（54b）はともに容認される文

であるが、よく用いられるのは（54b）の方である。

（54）a・Musaei Zhindiego zhiwgoi WOtitula・

Musa・DAT 自身・DAT 自分・ABS 好いている・PRS

「Musa泊身が自分fを好いている。」

b・Musa≠ Zhiwgo zhindie抑 WOti－ula・

Musa・ÅBS 自身・ABS 自分・DAT好いている・PRS

「Musa泊身を自分が好いている。」

下の（55a）では、経験者（位格Ⅰ）が被経験者（絶対格）の位置にあるzhトーgO

の先行詞になっている。（55b）では、反対に、被経験者（絶対格）が経験者（与

格）の位置にあるzhi一瑠0の先行詞になっている。（55a）と（55b）はともに容認され

る文であるが、よく用いられるのは（55b）の方である。

（55）a・Musadaぎ Zhindago zhiwgof Ch’a19ana・

Musa・LOC（Ⅰ）自身・LOC（Ⅰ）自分・ABS 飽きる・PST

「Musa泊身が白熱に飽きた。」

b・Musaf Zhiwgo zhinda抑 Ch－alTana・

Musa・ABS 自身・ABS 自分・LOC（Ⅰ）飽きる・PST

「Musa泊身に自分fが飽きた。」
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3．5

ここまでは、Zhi…gOの先行詞がzhi…gOと同一の節にある場合について論じた

が、ここでは、Zhト瑠0が異なる節にある名詞句を先行詞にしている場合につい

て述べる。Zhi…gOが異なる節にある名詞句を先行詞にしている場合、Zhトgoの

先行詞が現れることができる統語的位置には、基本的に制限がない。Zhi…gOの

先行詞はいろいろな統語的位置に現れることができる。

（56）ではS（絶対格）がzhi…gOの先行詞になっていて、（57）ではA（能格）が

zhi－瑠0の先行詞になっている。また、（58）では他動詞節の与格名詞句がzhi一瑠0
の先行詞になっている。

（56）Musaf Zhindagof k’aialew

Musa・ABS】自分自身・LOC（Ⅰ）話す・AdjPt′PRS

wasasukx balahana．

男の子・LOC（ⅠⅠ）見る・PST

「Musafが自分白熱に話している男の子を見た。」

（5ア）Musatsaf Zhindiegoi

Musa・ERG 自分自身。

sualaze zhawab

質問・PL′DAT 答え・ABS

七生－uI・al

DAT与える・AdjPt′PST

七色’una．

与える・PST

「Musafが（誰かが）自分白熱に与えた質問に答えた。」

（58）Musaef Zhindagof ialarew

MlユSa・DAT 自分自身・LOC（Ⅰ）知っている・AdjPげRS′N‡三G

Ch申S 9arats tiuna．

人・ERG お金・ABS 与える・PST

「Musaiに自分白熱が知らない人がお金を与えた。」

（56）、（57）のzhトーgOは再帰代名詞のzhトgoかもしれないが、（58）のzhi…gOは、

代名詞ではなく、「～自身」の意味で代名詞を修飾している要素であり、代名詞自

身は省略されている（生成文法でのゼロ代名詞である）と、筆者は考えている。

参考に述べると、次に示すように、再帰代名詞zhi－は「～自身」の意味での

zhi‥gOで修飾することができないが、指示代名詞he－（その人、それ）は「～自

身」の意味でのzhi一瑠0で修飾す阜ことができる。
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（59）Musai

Musa・ABS

k’aialew

話す・AdjPげRS

埠zhindafZhindago／hesdafZhindago

自分自身／その人自身・LOC（Ⅰ）

WaSaSukx balahana．

男の子・LOC（ⅠⅠ）見る・PST

「Musafが埠自殊自身／その人f自身に話している男の子を見た。」
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4終わりに

本稿では、アバール語の再帰代名詞zhト、Zhト瑠0の分布を考察した。まとめ

ると次のようになる。第一に、Zhトとzhi＝gOは、一人称、二人称の代名詞を先

行詞に取れない。次に、Zhト、Zhi…gOの先行詞が現われることができる統語的

（60） 同一の節 異なる節

zhi－ Zhi‥gO zhト Zhi…gO

S（絶対格） NO OK OK OK

A（能格） NO OK OK OK

0（絶対格） NO OK NO OK

与格・位格Ⅰ経験者 NO OK OK OK

主格被経験者 NO OK NO OK

その他 NO OK NO OK

位置は次の表にまとめることができる。

本稿では、Zhトとその先行詞が異なる節にある場合にzhトの先行詞になること

ができる名詞句、すなわちS（絶対格）、A（能格）、斜格経験者述語の経験者

（与格、位格Ⅰ）を論理主語として理論的に一般化した。そして、Zhi－瑠0とその先

行詞が同一の節にある場合にzhi…gOの先行詞になることができる名詞句、すま

わちS（絶対格）、A（能格）、0（絶対格）、斜格経験者述語の経験者（与格、位

格I）と被経験者（絶対格）を論理主語か文法主語であると理論的に一般化した。
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注

ヰ本稿は日本言語学会第117回大会で発表した内容（山田1998c）の一部に加筆

と修正を施したものである。安井泉先生に草稿に対して貴重なご助言をい

ただいた。ここにお礼を申し上げたい。アバール語は、北東コーカサス諸

語（ダゲスタン諸語）の一言語で、主にロシア連邦ダゲスタン共和国で話

されている。アバール語の文語で用いられている文字はキリル文字である

が、本稿ではラテン文字へ次のような転写を行って、アバール語を表記し

ている。a：a′6：b′8‥W′r：g′r′b：Y′rb：h′rI：T′A：d′e：e′〉王く：Zh′3：Z′

H：1′＝：いく：k′K′b：kx’′Ⅰくb‥t旦’′KI：k’′刀‥l′・乃l）：i′M：叫H：n′・（）：0′n‥P′P：
● U ■

r′C：S′T：t′TI：t’′y：u′¢：f′Ⅹ：X′Ⅹて）：kx′Xb：与′ⅩⅠ：払′u：tS′t王：Ch′M：Sh′

叫：Shch′3：e′氾：ju′只‥ja。本稿のデータは1996年8月から1998年2月の間と

1998年の8月にロシア連邦ダゲスタン共和国で行った調査による。S．D．S．氏、

X．M．D．氏、Ⅰ．Ⅰ．M．氏を中心に多くの方にアバール語のインフォーマントにな

っていただいた。ここで感謝の意を申し上げたい。本稿で用いる省略記号
は次の通りである。ABL：奪格、AちS：絶対格、Adj：形容詞、AdjPt‥形容詞約

分詞、Al」L：向格、DAT：与格、ERG：能格、G毛N：属格、LOC：位格、N‡三G：否

定、PL：複数、PRS：現在、PST：過去。アバール語の位格、向格、奪格は5系

列の構成要素からなる。系列Ⅰ、ⅠⅠ、ⅠⅠⅠ、ⅠⅤ、Vの基本的な意味は、それぞれ、

「～の上」、「～の辺り、～の所」、「～（連続的な媒体など）の中」、「～の下」

「～（入れ物など）の中」である。アバール語の全体像に関しては、Uslar

（1889）、Bokarev（1949）、Madieva（1980）を参照していただきたい。

1．Sは自動詞の唯一の主要な項である。Aと0は他動詞の二つの主要な項で、

Aは典型的を他動詞で動作主（Agent）が現われる項であり、0は典型的な他

動詞で被動者（Patient）が現われる項である。

2．zhトの先行詞を直接的に支配している文がzhi－を間接的に支配していれば、

間接の度合は問題にならない。

3・本稿では、項（argument）と付加語（adjunct）の総称としてアクタント（actant）

という用語を用いる。

4・意味役割やそれに類する概念について詳しくは、Fillmore（1968）、

Jackendoff（19ア2′1990）、Andrews（1985）とそこであをヂられている文献を参

照していただきたい。
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5．代表的な例をあげると、ねckendoff（19ア2）は、次のような意味役割の階層を

仮定しているo Agent＞Location′Soource′Goal＞Theme。また、foleyand

VanValin（1984）は、次のような意味役割の階層を仮定している。Agent＞‥

＞Eだector＞．．＞Locative＞‥＞Theme＞‥＞Patient。そして、Bresnan

and Kanerva（1989）は、次のような意味役割の階層を仮定している。

Agent＞ Beneficiary＞ Recipient代xpe出encer＞Instrument＞

Theme／Patient＞Location。

6．このように仮定することを支持する統語現象がいくつかある。その一つが

相互代名詞tsotsa－の分布である。相互代名詞tsotsa－の分布を簡単にまとめる

が、詳しくは山田（1998a′1998b）を参照していただきたい。

S（絶対格）の位置にある名詞句がその他の位置にある相互代名詞tsotsa－

の先行詞になることはできるが、その反対に、S（絶対格）の位置にある相

互代名詞tsotsa－がその他の位置にある名詞句を先行詞にすることはできな

い。0（絶対格）の位置にある名詞句がA（能格）およびその他の位置にあ

る相互代名詞tsotsa－の先行詞になることはできるが、その反対に、0（絶対

格）の位置にある相互代名詞tsotsa－がA（能格）およびその他の位置にある

名詞句を先行詞にすることはできない。A（能格）の位置にある名詞句が0

（絶対格）以外の位置にある相互代名詞tsotsa一の先行詞になることはできる

が、その反対にA（能格）の位置にある相互代名詞tsotsかが0（絶村格）以

外の位置にある名詞句を先行詞にすることはできない。斜格経験者述語節

では、被経験者（絶対格）の位置にある名詞句が経験者（与格、位格Ⅰ）の

位置にある相互代名詞tsotsa－の先行詞になることはできるが、その反対に、

被経験者（絶対格）の位置にある相互代名詞tsotsa－が経験者（与格、位格Ⅰ）

の位置にある名詞句を先行詞にすることはできない。

自動詞節のS（絶対格）、他動詞節の0（絶対格）、斜格経験者述語節の被

経験者（絶対格）を文法主語、他動詞節のA（能格）を非文法主語、斜格経

験者述語節の斜格経験者（与格、位格Ⅰ）を含むそれ以外のアクタントを二

次的な文法関係と仮定して、次に示す文法関係の階層（i）に基づいた制約（ii）

を用いると、上に示した事実がきれいな形で説明できる。

（i）主要な文法関係（文法主語＞非文法主語）＞二次的な文法関係

（ii）文法関係の階層で先行詞が相互代名詞tsotsa－より低い位置にあってはな

らない。
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7．Dixon（1979′19粥）、Marantz（1984）、Manning（1996）などでは、Dyirbal語

やエスキモい語などで自動詞節のS（絶対格）、他動詞節の0（絶対格）が

文法主語であると考えている。

参照文献

Andrews′Avery・D・（1985）”TheMajorIフunctionsoftheNounPhrase′－－in

TimothyShopen（ed・）乙α乃g以〟gg了セPOg覗／β乃dSy乃ねCチ≠cDescゆ如乃′VoJ・ユニ

C‡戊以SeS壬γ以Cを以γe・62－154・Ca血bridge：CambridgeUniversityアress・

Bokarev′A．A．（1949）S拗ぬ≠sA㍗〟柑た呼）みZダ如′Moskva′Lening柑d：Izdatel’stvo

ANSSSR．

Bresnan′JoanandJonniM・Kanerva（1989）’’LocativeInYerSioninChichewa：A

CaseStudyoffactorizationinGrammar′”乙わ甥〟如才c力7年〟‡叩′20：1－50・

Dixon′R・M・W・（1979）’’Ergativiモy′”上α〃g以懲e′55：59－138・

Dixon′R・M・W■・（1994）£才苫戊fわ秒Cambridge：CambridgeUnivertyPress・

fillmore′ChaでIes（1968）’－TheCaseわrCase′”inEmmoIIBachandRobert

Harms（eds・）と才乃ブγeγS〟gSブ乃乙≠乃g以ブsfブcT’わeoγy・1－90・NewYork：Holt′

Rinehart′andWinston．

ア01ey′WilliamA・andRobertD・VanValin′Jr（1984）ぎ以乃C如乃戊gSy乃ねば〟乃∂

肋わだγSαgGγ戊チ紹∽肌Cambridge：CambridgeUniversityPress・

Jackendoff′Ray（19ア2）Se∽戊乃≠言cわ7王eγPγe王戊如乃才乃Ge乃eγβ如eGγ〟∽∽〝・

Cambridge′Mass∴MITPress・

J批kendoff′Ray（1990）Semα花王icSfγ㍑C壬㍑γeS・Camもfidge′Mass∴M汀Press・

Madieva′G・Ⅰ・（1980）朋0ゆわg≠メβAγ戊γSた珂0エ如γα紬γ乃曙0わZy如・Maxachkala：

Daguchpedgiz・

Manning′ChristopherD・（1996）£チ節£ね秒A子宮〟∽e乃fS如C如eα乃d

Gγ戊∽∽α臼cβg又eg戊fわ乃S．Stanford′California：CSLIPublications．

Marantz′Alec二p．（1984）0”伽Ⅳ戊加eずGγα∽∽庄吉≠c戊三叉ぬ£わ乃S．Cambridge′
Mass．：MiTPress．

Uslar′P・K・（1889）£加㌢‘拘β肋㍗たβZα・わZyたoz”α乃お・〃J・AγαγSたヴわZyた・Tiflis・
山田久就（19粥a）「アバール語の相互代名詞tsotsa一について」『日本言語学会

第116回大会予稿集』130－135．

山田久就（199馳）「アバール語の相互代名詞tsotsa－」『一般言語学論叢』第1号．

94－108．



アバール語の再帰代名詞について 91

山田久就（1998c）「アバール語の再帰代名詞」㌻日本言語学会第117回大会予稿

集j198－203．




